
 安全管理室だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶏肉とブロッコリー

のチリソース炒め 
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今月のトピックス 

旬の食材レシピ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材用(2 人分) 

ブロッコリー（1/2 株弱）
120g 

鶏むね肉    200ｇ 

片栗粉     大さじ 1 

ゴマ油     少々 

＜調味料 A＞ 

ゴマ油     少々 

すりおろしにんにく 10g 

豆板醬     小さじ 1 

長ネギ     1/5 本 

＜調味料 B＞ 

トマトケチャップ 大さじ 3 

鶏ガラ顆粒  小さじ 2/3 

酢      小さじ 1 

砂糖     小さじ 2 

 

 

 

 

 12 月の総数は 118 件でした（医療病棟 44 件、介護
医療院 74 件）。件数としては目標数達成できていま
す。 

 医療病棟、介護医療院とも薬剤に関するインシデ
ントが増えています。内服薬に関するものが 30 件あ
り、配薬する場所などに残っていた、朝・夕の間違
いなどでした。しっかり薬包の確認、配薬するもの
を確認するなど必要ではないかと思います。 

指先呼称の効果を考え、一つ一つの行動を指さし確
認をしていきましょう。 

12 月のインシデント・アクシデント 

 ユマニチュードという言葉を聞いたことはあるでしょうか。 

 ユマニチュードとは、認知力の向上を目指す・コミュニケー

ション技法です。認知能力が低下した高齢者や認知症患者に対

して行います。 

 「見る」「話す」「触れる」「立つ」というケア方法を加え

るのがユマニチュードです。一連のケアを行う手順として５つ

の段階が必要だとされています。 

 ユマニチュード技法では、出来るだけ患者本人の尊厳を保つ

ことをモットーにしています。そのためには、患者のケアレベ

ルを意識することが大切です。ただ、患者 1人ひとりの認知

力、身体能力には違いがありますので注意が必要です。 

 ケアが必要な患者でも、ただケアをするだけでなく、自ら回

復を促進させるための機会を与えることが重要です。 

 例えば、体を拭くときに、患者にできるだけ立った状態でい

てもらうことも、回復を促進するために大切なことです。車椅

子を使用せずに短い距離なら歩ける場合、無理のない程度に歩

くことにより、身体機能低下を防ぐことが可能です。寝たきり

でない場合、日頃から軽い体操を行うなど、意欲的に運動をす

ることが望ましいといえます。 
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医療病棟 介護医療院

作り方 

1 ブロッコリーを、水洗いして耐

熱容器に入れ、ラップをして
600W の電子レンジで 1分 30 秒
加熱する 

2 鶏むね肉は削ぎ切りにし、片栗
粉をまぶしておく 

3 フライパンを弱火～中火にかけ
てゴマ油をしき、「2」の鶏肉を

加えて片面 4分ずつ焼き、火が
通ったら器に取り出しておく 

4 「3」のフライパンを中火にか
けて、＜調味料 A＞を加え、さ
っと炒める 

5 「4」に「1」のブロッコリー、
「3」の鶏肉を加えて絡める 

 ユマニチュードの４つの柱は、患者を大切に扱ってる、大

切に想っていることを伝えるための技法です。患者と目線を

合わせて話すことを意識する、仕事のために話すのではな

く、患者の事を大切に想っていることを伝えるために話すの

だと意識し、慎重に言葉選びをすることが大切です。そし

て、患者に触れることも重要なコミュニケーションです。 

４つ目は立つことです。1日最低でも 30 分間立つ時間を設け

ることで、体の機能を保つことが可能です。意識して立つ訓

練をしていくことで、寝たきりを防ぐことができます。日常

生活の中で、お風呂、トイレ、食事に向かう時などに立つ時

間を設けるとよいでしょう。 

 次回は 5つのステップについてお話します。 

 

ユマニチュードとは 

 


